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世界人権問題研究センター 2017 年度人権大学講座（2017 年８月 29 日） 

 

「京都の伝統産業と在日朝鮮人」 

 高野昭雄（研究第三部嘱託研究員、大阪大谷大学） 

 

１ はじめに 

・世界人権問題研究センター『グローブ』第 88 号、2017 年冬号） 
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（参考文献：日本全体、朝鮮半島全体） 

①水野直樹『創氏改名―日本の朝鮮支配の中で』（岩波新書、2008 年） 

②外村大『朝鮮人強制連行』（岩波新書、2012 年） 

③水野直樹・文京洙『在日朝鮮人―歴史と現在』（岩波新書、2015 年） 
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２ 略年表と人口統計 

 

（参考文献：京都在住朝鮮人と繊維産業） 

①高野昭雄Ａ『近代都市の形成と在日朝鮮人』（人文書院、2009 年） 

②高野昭雄Ｂ「戦前期京都市西陣地区の朝鮮人労働者」 

  （世界人権問題研究センター『研究紀要』第 14 号、2009 年３月） 

③高野昭雄Ｃ「京都の伝統産業、西陣織に従事した朝鮮人労働者（１）」 

  （『コリアンコミュニティ研究』第３号、2012 年 12 月） 

④高野昭雄Ｄ「「京都らしさ」を支えた在日朝鮮人」  

  （立命館大学コリア研究センター『コリア研究』第４号、2013 年３月） 

⑤高野昭雄Ｅ「戦後一九五〇年代の京都市西陣地区における韓国・朝鮮人」  

  （同志社大学人文科学研究所『社会科学』第 105 号、2015 年２月） 

⑥韓載香『「在日企業」の産業経済史』（名古屋大学出版会、2010 年）  

⑦李洙任編『在日コリアンの経済活動―移住労働者、起業家の過去・現在・未来』 

  （不二出版、2012 年）。 
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※京都市在住朝鮮人の場合、 

 慶尚南道出身者が 51.5％、 

 慶尚北道出身者が 26.0％。(1935 年) 

 

 

 

 

出典：高野昭雄Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：高野昭雄Ａ 
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２ 京都在住朝鮮人の労働 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：高野昭雄Ａ 
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出典：高野昭雄Ａ 
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３ 友禅染工業と朝鮮人労働者 

 

 友禅流しは、友禅染工業において、生地についた糊や余分な染料を洗い流す工程のことで

ある。良質の水に恵まれた京都では、鴨川や桂川での友禅流しが、1971 年に水質汚濁防止

法が施行されるまで行われていた。友禅流しは、川の流れの中を、色鮮やかに染色された反

物が泳ぐさまが非常に美しいこともあり、京都の風物詩としても知られてきた。だが、この

友禅流しの仕事は、蒸しの仕事とともに、戦前から主として朝鮮人労働者によって担われて

きた仕事であることは一般的にはあまり知られていない。 

 蒸しの工程では、絵柄の染料を発色させ定着させるために、大きな釜を使って、高温高圧

の蒸気をあて、蒸す作業を行う。夏の暑さは地獄であった。 

 また、友禅流し、つまり水洗工程においては、冬の寒さは極めて過酷であった。「水洗の

仕事をやって長生きした人はいない」、「どぶろくを飲んで川に入った」などと語られる。 

  1959 年に出版された宗藤圭三・黒松巌編『伝統産業の近代化―京友禅業の構造』（有斐

閣）は、蒸しや友禅流し（水洗）の仕事に従事する朝鮮人労働者について、「第三国人」あ

るいは「京都染色業における恥部」という差別的表現を使って次のように記している。 

 

○染色にとって重要な水洗にしても昔も今も、加茂川、高野川、桂川などにおいて第三

国人を中心とする下請業者によって行われ、京都の四季に華麗な色彩を加えている

（167 頁）。 

○「蒸熱・水洗」型染めの場合と同じ。蒸す時間・水質と水洗する時間が長ければ長い

程、色は冴えてくる。通常、蒸し屋と称される。朝鮮人関係が多い。一反当り大体一

〇〇円が相場。全くの重労働である（55 頁）。 

○このしごき・むし・水洗は第三国人が従事して、第三国人の職長に、この分野の管理

は一任している（95 頁）。 

○ また、むし・水洗業及びその労働者の特徴は、かかる不熟練・重筋労働を基礎とし

て、第三国人（韓国・朝鮮人）のみによってしめられている点があげられねばならな

い。〔中略〕むし水洗業は、上述のようにほとんど単純な不熟練筋肉労働のみの部分

労働からなる工程であり、技術・創意工夫に乏しく、したがって危険もすくなく経営

のうまみはまことにすくない。このような部分であるからこそ型置業者がもともと自

己の経営内部でやっていたものを、きりはなして外部へ押し出したと見ることができ、

また、かかるものであるからこそ第三国人に委しているとも考えることができる。し

たがって、友禅型置業者は経営難のしわよせを、まず自分が雇っている労働者にかぶ

せる（解雇・賃金不払・賃金遅払・その他）のは勿論であるが、次には、むし・水洗

業者にかぶせる。すなわち、型置業者は染料屋・糊屋・型屋に対する代金の遅払、ふ

み倒しをすることをあとまわしにし、まずこれをむし・水洗業者に対してするのであ

る。このようなむし・水洗業は、まさに京都染色業における恥部というにふさわしい

（113 頁）。 

出典：高野昭雄Ｄ 
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４ 西陣織工業と朝鮮人労働者 

 

（１）西陣への流入過程 （参照：高野昭雄Ｂ・Ｃ・Ｄ） 

 

①1908 年 韓国併合以前から市立染織学校へ（清国人２人、韓国人６人） 

②1910 年 織屋雇人３人、他に市立染織学校へ 

③1911 年 16 人の朝鮮人が繊維業に従事。うち 15人は西陣に居住。 

④1920 年 京都朝鮮人労働共済会結成（北野神社東門前） 

      →相互扶助団体。無料宿泊、職業紹介など 

⑤1920 年 国勢調査。京都市在住朝鮮人 713 人中 393 人（55％）が繊維産業に従事。 

     土木建築業従事者は 54 人に過ぎない。殖民地人 834 人（その約 85％は朝鮮人）

中、上京区在住が 407 人、下京区在住が 427 人。 

 

 朝鮮人が日本に流入することになった背景には、日本の植民地支配下における朝鮮半島で

の生活の苦しさがあった。1920 年代の日本も不況で就職状況は大変厳しかったが、朝鮮半

島ではさらに厳しい生活状況であった。 

 当時の京都市行政当局は、『朝鮮年鑑』（昭和 10 年版）を引用しながら、朝鮮半島におけ

る農家について「尚甚しきものになると、自ら食糧を生産しながら自分はこれを食ふことが

出来ずして端境期になると全く草根木皮によりて生を保つているものも沢山ある。この窮状

を表現するために朝鮮特有の『春窮』とか『麦嶺難越』とかいふ様な言葉が出来るやうにな

つた」と、その惨状を述べている。 

 次に示す記述も、西陣に渡った朝鮮人の背景にあった、朝鮮農村における生活の苦しさを

示している。 

 

○ 私が故郷の慶尚南道昌原郡の村を出て日本に出稼ぎに来たのは、一九二四年（大正十三

年）の四月のことでした。当時、朝鮮の農村の生活はひどいもので、麦飯や雑穀入りの食べ

物でも三度、三度、口に入れば、結構な身の上であり、金持といわれたものです。 

 村にいても、食べていけるあてもなく、何とか出稼ぎに行こうと思っていました。当時、

村の人から日本に行けば働くところがあると聞き、何としても日本に行こうと思ったのです。 

 当時、日本まで行くというのは大変なことで、日本での生活がどんなものか、働きに行っ

ても、生活できるのかどうか、なかなか決心がつきませんでした。しかし、村での生活は日

ましにひどくなるばかりで、一大決心をせざるを得ませんでした。 

 このように決心できたのも、たまたま、村の友人の一人が京都の織物屋で働いており、働

く気持があるなら働く所はあるという手紙をくれたからです。その友人の手紙をたよりに、

日本に渡ったのです。（金昌根「弾圧と裏切りに涙をのんで－西陣のビロード職工、金棋秀

さんの労働争議体験から」『統一評論』1977 年 3 月、138 頁。なお本論文については、水野

直樹氏に資料提供していただいた）。 
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○ いよいよ日本行きのため、村を出ることになったその日、見送りに来た親類や村人たち

が「うわさで聞くと、日本では乞食でも白いご飯が食べられるらしい。日本に行って暮らし

が良かったら、すぐその様子を知らせてほしい。われわれもこの朝鮮ではもう食えなくなっ

たから……」としきりに頼んでいたようですね。（慶尚北道出身で、1925 年に来日した 1918

年生まれ鄭詔文氏の話。飯沼二郎編『七十万人の軌跡－在日朝鮮人を語るⅠ』麦秋社、1984

年、79 頁）。 

 

○ 当時、町を歩きますと、「貸家あり」「織り手さん募集」という貼り紙がよく目につきま

した。でも、そのあとに続く言葉がことごとく「但、内地人に限る」「鮮人、おことわり」

ですね。子守入用、デッチ入用ともあるのですけど、朝鮮人はなかなか使ってくれません。

（同上、81 頁）。 

 

 最後の回想が述べるように、当時の西陣で就職差別は日常的な現象であった。それでも京

都市では、多くの朝鮮人が繊維産業に従事していった。これは京都の紡織工業が、零細な中

小企業における低賃金、長時間労働に支えられていたことによる。1920 年代の日本は不況

が続いていた。就職状況は大変厳しかったが、逆に低賃金で働く労働者が求められていた。

それは平成不況の下、外国人労働者が急増した 1990 年代の日本と類似する状況であった。 

 

（２）慶尚北道から西陣へ （参照：高野昭雄Ｂ・Ｄ） 

○ わたしが直接聞いた話では、わたしの父の場合には、伯父が西陣で機を織っていました。

昭和九年に京都にきたのですが、伯父から手ほどきを受けて、実際に仕事ができる機を一台

あてがってもらったわけですが、それと同じようなケースは先程も申しましたが、慶尚北道

の尚州郡の出身者が多いのです。 

 昭和の初期にきた最初の人が、使い走りから、抜き糸と言って横糸の巻き取りですね、こ

れを抜き巻というのですが、たばこより一回り大きい程度の管がありまして、それを回して

横糸を巻くわけです。それから入っていくのです。そういう下積みから始まって、早くて夜

九時か一〇時に仕事が終わるのですが、それから、先輩に横についてもらいながら四〇㎝か

五〇㎝ぐらい織るという見習いから始めます。それが終わって一台あてがってもらうのです。 

 それが一番多くなったのが、昭和一桁の後半だったと思います。尚州会のメンバーは皆同

郷者だったので教える方も習う方も親身だったと思います。それが昭和一〇年代にはずーと

広がっていったと思います。〔中略〕 

 それともう一つは、最初は機織工として働きにいってたのですが、そのうち機織の機械を

買い、借家を借りて、自分の住まいの中に据え付けるという経過をたどります。そして主婦

は家庭のなかで、先程話したように抜き糸巻のように補助的な仕事を主にしていたようです。

（金泰成「『西陣織』と『友禅染』業の韓国・朝鮮人業者について－第三回公開シンポジウ

ム報告－京都『在日』社会の形成と生活・そして展望」『民族文化教育研究』第３号、2000

年７月）。 
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出典：高野昭雄Ｅ 

 

（３）西陣ビロード争議 （参照：高野昭雄Ｂ・Ｄ） 

 西陣織においても、友禅染同様、高度な分業化が進行しており、撚糸やビロードの仕事に

多くの朝鮮人が従事した。撚糸は、多種類の西陣織物それぞれに応じて糸を撚りあわせ、様々

な太さの糸を作る仕事であり、熟練度はそれほど要求されなかった。1930 年の国勢調査に

よると、撚糸の仕事に従事した人のうち、11％が朝鮮人であった。技術的に易しくて給料

の安い仕事に多くの朝鮮人が従事していたのである。 

 また、下駄の鼻緒などを織るビロード織にも非常に多くの朝鮮人が従事し、「織手の中、

半島出身同胞数が内地人のそれを凌駕する関係にある」（京都市社会課『西陣機業に関する

調査』1938 年、37 頁）、あるいは「ビロード職人は殆んど朝鮮人」（渡部徹編『京都地方労

働運動史』1959 年、1205 頁）といわれるほどであった。西陣織は先に糸に色をつけて、そ

の糸を織ることにより模様を作るので、模様が複雑になると織り方が複雑になる。ビロード

織は針金を織り込んで、その後経糸を切っていく。非常に根気と手間のいる仕事であるが、

下駄の鼻緒の場合、文様や色数の面では高度な技術が必要というわけではなかった。 

 ビロード工は労働条件が悪く、昭和恐慌期にあたる 1930 年代初頭には朝鮮人を中心とし

て労働争議がおきていた。西陣の朝鮮人は住み込みで働く者が多く、次の史料が示すように、

親方の家に寝泊まりしながら、時には親方の家で食事を出してもらいながらストライキをす

るケースもあった。ギリギリの生活条件の中での生きるための戦いであった。 

 

○「珍妙な争議―朝鮮人職工七十余名が工場へ食事に通ひつゝ―工賃値上要求運動」 

西陣天鵞絨製造業五辻六軒町西入る家島敬造、五辻七本松東入る湯川房雄、五辻七本町西入

る湯川芳太郎、同岩谷眞治の四工場の朝鮮人織工七十余名は本日四日工場側から従来一だん

につき四十五銭であつた工賃を四十銭に引下げることを通告してからゼネ・ストを断行、蘆

山寺千本西入る四丁目下る紫野中柏野五六に争議団本部を置き全民労働西陣織物労働組合

および京都撚織従業員組合の応援を得て十二日工場主側と第一回の正式会見を申込んだが
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面会を拒否されたので十四日夜七時半から五辻六軒町西入る西山方で争議真相発表演説会

を開き神田兵三、菱野貞次、辻井民之助、佐々木民三郎の諸氏らが熱弁を揮ふことになつた 

なほ争議団側では争議中の手待日当を要求したのに対し工場主側が食へぬなら食はしてや

るといつたので争議団員らは毎日工場へ飯を食ひに通ひつゝゼネ・ストを継続してゐるとい

ふ従来例を見ない珍妙な変つた争議である（『大阪朝日新聞京都版』1931 年７月 14 日） 

 

○ ああ、そうそう。そのときまで、ストライキだといっても、私達は住込みの徒弟ですか

ら、昼間は組合に行ったり、下宿している仲間のところに行ったりしていましたが、夜は、

親方の持ち家である、織物機械のある工場の片隅の寝倉に帰るのです。親方が寝てしまった

頃を見計らって、そーと家に入ったものです。ストライキが始まったころは、長い間、住み

込んで働いていた私達を、ストライキをしたからといって、追い出したりはしませんでした。

もっとも、追い出すと、あとから雇うのが大変だということもあったでしょう。 

 食事も親方のところでやっていたのですが、ストライキに入ってから四～五日経つと、食

事を出さなくなってしまいました。 

 そこでまず、食事をさせろ、させないで、親方と感情的な対立が激しくなってきました。 

 食事にもありつけなくなったので、食べ物を買って食べなければなりませんでしたが、そ

んな貯えのある仲間などいませんでした。〔中略〕 

 糧道を断たれてから、私達の方も殺気立ってきました。 

 そうしたある日、理事長の家に集団で押しかけて賃上げを認めろ、食事などの待遇を改善

しろ、と要求しましたところ、理事長は顔をまっ赤にして「何やあんたら、誰があんたらを

食べさせてると思うんや、出て行ってくれ、出て行かへんとおまわり呼びまっせ」と大声で

怒鳴り散らしました。こちらも「おまわり呼ぶなら、呼びなはれ、何や、こんなもん」とい

って、玄関に置いてあった、磁器の置物を持ち上げて投げつけたものですから、理事長は驚

いて警察に連絡し、警官隊がかけつけて来、何人かを逮捕しました。（金昌根、前掲論文、

141 頁） 

 

（４）戦中から戦後にかけて （参照：高野昭雄Ｂ・Ｄ） 

  日中戦争が長期化・泥沼化する中で、1940 年７月７日に施行された商工省・農林省令第

二号奢侈品等製造販売制限規則、いわゆる「七・七禁令」により、奢侈品は禁止され、西陣

織は大打撃を受ける。西陣織に従事した朝鮮人の多くも転職を余儀なくされていく。 

 

 終戦後の復興期になると、特に下駄の鼻緒需要に対応して、ビロード景気が生まれる。戦

後５年の間に、土木作業などから、西陣織関連産業に従事する朝鮮人が多くなった。戦前に

おける朝鮮人の西陣織への就労経験が一つの要因となって、戦後の西陣には数多くの朝鮮人

が新たに流入したのである。 

 

 

 

 

 



 12 

 

（５）戦後から高度経済成長期にかけて （高野昭雄Ｅ参照） 

 

○ 技術職といっても、戦後になっても差別はありました。賃織募集という貼紙を見て訪ね

ていくと、「良い人が来てくれた。チョーセンが来たらどうしょうと夜も寝られなかっ

た」と、面と向かっていわれたこともありました。でも、家族の生活のため朝も晩も帯

を織ってきました。（李洙任編、前掲書。小熊英二・姜尚中編『在日一世の記憶』集英

社、2008 年、401 頁） 

○ しかし、西陣織の世界には、努力し腕をみがけば、朝鮮人でも差別されないという側面

があった。事実上の出来高制賃金であったため、技術、実力があれば、努力次第で日本

人と同等の報酬を手にすることができたのである。当時、公務員や大手・中堅企業に就

職することは殆ど不可能だった朝鮮人にとって、西陣は生きるための正規の職を得るこ

とができる数少ない場所であった。日本人の生活水準に近い、あるいは上回る朝鮮人も

いたのである。（李洙任編、前掲書）。 

    

 

写真上 帰還事業記念碑（2008 年 11 月、筆者撮影） 

写真下 紫野中柏野町（2014 年８月、筆者撮影） 


